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ゆめぴりかの里
ＪＡ新すながわ

特別栽培米生産組合の
取り組みのご紹介

 ～すべては美味しさのために～
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ＪＡ新すながわエリア

旭川

札幌

砂川市
奈井江町

地 域 砂川市・奈井江町

人 口 砂川市 1万5千人

  奈井江町 5千人

水稲面積 約1,670ha
水稲生産者 148名函館

岩見沢

富良野
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特別栽培米の生産概要

■生産組織：
ＪＡ新すながわ特別栽培米生産組合
（代表：堀 政博）
■令和７年産栽培内容
構成員 65名
作付面積 306ha
総収穫量 1,400t
■主な活動
施肥面談（土壌分析全戸実施）
栽培講習会（苗見、幼形期確認講習、反省会）
実際に田んぼに入る（生育、ドロオイ、いもち調査等）
イベント・食育の取り組み
（地域イベントへの参加、田植え・稲刈体験等）

「JA新すながわ特別栽培米生産組合」

化学薬剤 慣行栽培 特別栽培米 慣行比

化学農薬 ２２成分 ９成分 ５９％減

化学肥料 １０ｋｇ 5ｋｇ以下 ５０％減

特別栽培米のポイント
①おいしさ
☆タンパク値が低い（タンパク値の適正仕訳）
☆新米同様の味・香りを維持（利雪型低温倉庫での貯蔵）

②年間通じた品位の安定（ライスターミナル調製）
☆美味しさと安全・安心の証し、認定マーク品
☆全量ホクレンへ出荷、
全国のこだわりのお米屋さんや販売店へ安定供給

③環境面への配慮
☆CO2排出抑制効果（利雪型低温倉庫での貯蔵）
☆使用農薬を可能な限り抑え、生態系への負荷軽減
☆みどりの食料システム法（みどり法）の認定

④向上心も持ち続ける生産者のこだわり米
☆現地研修会を実施し、常に栽培技術の向上を図る
☆圃場を巡回・観察し、予察・適期防除に取り組む

令和６年１月１０日に「みどり法」の認定※を受け、
北海道における農業者グループ認定の第一号となりました！
※「みどり法」の認定：みどりの食料システム法は、食料・農林水産業の生産力向上
と持続性の両立を目指す「みどりの食料システム戦略」の実現に向けた法制度で令和
4年に制定・施行されました。 農林漁業者は、環境負荷の低減に取り組む5年間の
事業計画を作成し、都道府県知事の認定を受けることができます。

～より安心で安全なクリーン米の取組み～



ゆめぴりか生産協議会 110名

特別栽培米生産組合 65名

ＪＡ新すながわ ゆめぴりか関係図

◎ホクレンのタンパク基準7.4％以下の更に上、6.8％以下を目指し生産（ゆめぴりか憲章）
（慣行栽培米）

◎慣行栽培比化学肥料・化学農薬を5割以上削減し、JA新すながわゆめぴりか憲
章のタンパク基準6.8％以下の更に上6.5％以下を目指し生産

（特別栽培米） ※個人成績は組織内公表



「ゆめぴりか」憲章のポイント
「ゆめぴりかを作り一緒に儲けよう！」が合言葉
高品質、良食味の維持、向上のための栽培基準１２ヵ条
☆美味しさと品質を最優先するため目標収量510kg/10a（約1,000㎡）
☆土壌分析の実施、ケイ酸（美味しくなる）資材の積極的な投入等
☆稲わらの秋鋤き込みの実施等

高品質、良食味の維持、向上のための収穫、出荷７ヵ条
☆実需者、消費者へ安定的に供給するため、飯米以外はJA出荷に努める
☆品位確保のためライスターミナルへの出荷を基本とする等

高品質、良食味の維持、向上のための品質基準５ヵ条
☆タンパク基準は6.8％以下とする
☆３年間にわたり品質基準を達成できなかった場合自ら作付休止を検討する等

生産者が自ら課した厳しい内容となっている

2018年8月改正、全文についてはJA新すながわのホームページに掲載しています
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苗生育調査（なえせいいくちょうさ）

施肥面談（せひめんだん）

溝切り

田んぼにのぼり

温湯消毒（おんとうしょうどく）

田植え

生育調査②生育調査 ケイ酸（美味しくなれ）
追肥

溝切り（みぞきり）
（田んぼ乾け） 稲刈り（収穫）

ＪＡ新すながわ米が出来るまで

ライス
ターミナルへ



ＪＡ新すながわライスターミナル 超低温貯蔵サイロ・色彩選別機（異物除去）

JA新すながわの米穀調製・供給体制について

収穫後、予備乾燥（水分17％）された籾が当ＲＴに運び込まれ、
異物除去や乾燥等の調製を行い、従来の人調製では実現できなか
った品位のブレが少ない原料玄米に仕上げられます。

冬期間に氷点下5度以下の外
気をサイロに入れ、籾を休眠状
態にすることで品質劣化を防ぐ
貯蔵方法です。夏でも新米に
近い鮮度を保持するとともに、
クリーンエネルギーの活用による
CO2削減に貢献します。
⇒450㌧×10基（2基増設）

 150㌧×4基（1基増設）

240chの色彩選別機により、ブレ
のない高品質米調製を行っていま
す。
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荷受形態 処理能力 色彩選別機（異物除去）

半乾籾 5,760㌧/30日 240ch×2基

平成30年施設増強工事完了

色彩選別機

全道初となる1時間当6ｔの処理
能力を有する籾摺調製装置2台

超低温貯蔵サイロ



環境保全型農業の取組み
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①使用電力の削減
②CO2排出抑制効果
③除湿効果
⇒古米臭の指標とされている脂肪酸度の上昇を抑制。
（新米同様の味・香りを維持。）
④除塵効果
⑤作物等の鮮度保持・糖度増加 
⑥“エコ”なアイテムとしてのブランディングが可能

利雪エネルギーの主な利点

①豪雪地帯ならではの取組として、環境に優しい雪エネルギー
を活用し、玄米を13～14℃の低温で貯蔵しております。
②冷房の熱源に雪解け水を使うため、従来の機械式エアコン
による冷房と比較して使用電力量を約90％削減できます。
③春先の雪を貯蔵室に蓄え、玄米を低温保管することにより
酸化を抑制し、新米風味の保持を図ります。

米 米

米 米熱交換機

冷風

※熱交換機は4台設置

送風ダクト

雪
雪解け水

雪冷房システム（イメージ）

雪室内 倉庫内

雪解け水

雪入れの様子 冬の奈井江町

利雪低温倉庫（雪米の蔵）
～雪エネルギーを利用した玄米貯蔵～



北海道新聞

平成２７年第1回ゆめぴりかコンテスト
最高金賞受賞

令和元年日経トレンディ
米のヒット甲子園大賞受賞
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消費地、消費者へのＰＲ活動について
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Facebook

SNS等で情報を提供しています 販促資材を提供しています

JA新すながわ専用米袋

「YouTube」で産地PR
「JA新すながわ」で検索

ゆめぴりかの里リーフレット

ミニのぼり

のぼりとゆめぴりかTシャツ

前掛け

缶バッチ

新すながわキャップ

ゆめぴりかの里ポロシャツ
ゆめぴりかステッカー

「新すながわ農協 米穀課」

Instagram
「 jashinsunagawa 」

いいね フォロー
よろしくお願いします



部会名：JA新すながわ 特別栽培米生産組合

品種：ゆめぴりか

栽培方法：特別栽培米

農薬成分使用回数：９成分（慣行比５９％減）

化学肥料使用量：５ｋｇ/１０a以下（慣行比５０％減）

出荷可能数量：８５俵

基 本 情 報
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